
３次元モデルを活用した橋梁下部工施工

矢作建設工業(株)



工事概要



ＣＩＭモデルの作成

① 施工位置を３Ｄレーザースキャナで測量(9測点から既設構造物位置情報取得)

③ ＣＩＭモデルの作成②点群データの取得



３次元モデルを活用した施工検討
①鋼管杭打設時

②締切鋼矢板施工時 ③柱構築時

杭と共同溝との離隔確認（離隔1.8ｍ） 重機・資材配置検討

鋼矢板打設時の影響深さチェック
鋼矢板と共同溝との離隔確認（離隔27㎝）

柱と現道との離隔確認（離隔2.0ｍ）
一般車両との接触災害
資材落下による第三者被災



３次元モデルを活用した施工検討
④特殊支保工施工時

３次元モデルを作業員の安全教育で活用することで理解度の向上。
危険箇所を視覚的に共有することで危険予知活動に有効。

特殊支保工と歩道橋、現道建築限界との離隔検証

信号視認性の確認



配筋の３次元モデル化による品質向上・効率化
①過密配筋の解消による品質向上
（両端フックをTヘッドバーに変更）

②PCケーブル・アンカー孔の干渉チェック

事前に不具合箇所を把握することにより、手戻り回避および品質向上。



時間軸を加えた施工シミュレーションによる工程管理

工程計画の可視化が可能となり、手戻りの回避や日程調整の削減が可能。
施工内容・施工時期の可視化により、ムリ・ムダのない生産性の高い施工。
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